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肉の日に大豆ミートプロジェクト

第2回大豆ミート食卓白書
ヴァズ株式会社┃2022年11月
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・調査対象：SnapDish登録ユーザーにメールトアプリ内通知にて回答を募集

・調査期間：2022年11月5日～11月20日

・回答人数：515名

※回答割合については、小数点以下を四捨五入しているため、合計が100％とならない場合があります。

調査概要
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15%

85%

性別

男性 女性

1%

3%

16%

38%

31%

11%

2%

年代

10-19歳 20-29歳 30-39歳 40-49歳

50-59歳 60-69歳 それ以上

2% 4%

46%

16%

17%

5%

3%

6%

居住エリア

北海道 東北

関東 中部

近畿 中国

四国 九州・沖縄

46%

22%

14%

19%

就労状況

フルタイムの仕事で収入を得ている

パートタイムの仕事で収入を得ている

そのほかの仕事で収入を得ている

収入が発生する仕事はしていない
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2022年11月時点での大豆ミートの認知度は98％、喫食経験率は74％、購買経験率は54％。認知、喫食は微増も、購買経

験率は微減。購買理由では、4月調査と比較して「美味しいから」「備蓄性が高いから」が増加。

大豆ミートの認知度・喫食経験・購入経験（n=515）
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97%

71%

57%

98%

74%

54%

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

知っている

食べたことがある

買ったことがある

大豆ミートについて

4月 11月

74%

26%

21%

32%

20%

19%

22%

21%

7%

3%

5%

5%

1%

67%

28%

25%

23%

18%

14%

12%

12%

4%

3%

2%

2%

1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

低脂質高タンパクでヘルシーだから

備蓄性が高いから

美味しいから

食物繊維が多い

便利だから

環境に優しいから

話題になっているから

食糧問題に貢献できるから

SNSやクチコミ、知人・友人からのすすめ

衛生的だから

安いから

お肉を食べないから

動物愛護のため

（喫食経験者対象）「大豆ミート」を購入する理由

4月 11月
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喫食シーンは、4月調査と比較すると外食や中食が下がっている中、内食（家庭内での料理）は約9割に伸長。購入経験のあ

る商品は、乾燥やレトルトの素材タイプ、チルドの完成品、加工品が多く、リピート購入率では用途の幅広い素材タイプが

いずれも高く見られた。

喫食経験者の喫食シーン・購入経験とリピート購入 （n=382）
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82%

35%

33%

8%

91%

23%

20%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家庭で、調理した料理を食べた

飲食店で大豆ミートを使った料理

を食べた

お店で買ってきた惣菜や弁当を家

庭で食べた

その他

（喫食経験者対象）

「大豆ミート」を食べたことのある場面

4月 11月

24%

7%

24%

9%

31%

46%

10%

20%

9%

5%

12%

4%

23%

37%

7%

18%

17%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ハンバーグ、ナゲットなどの完成品（冷蔵）

ハンバーグ、ナゲットなどの完成品（冷凍）

大豆のお肉が具に入っている加工品

特定のメニューが作れる調理キット

調理が必要な素材タイプ（レトルト）

調理が必要な素材タイプ（乾燥）

調理が必要な素材タイプ（冷凍）

購入したことはない・わからない

リピートしたことはない

（喫食経験者対象）

購入したことがある、リピート購入しているのは、

どんなタイプの「大豆ミート」製品ですか？

購入したことがある リピートしている
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喫食経験者のうち、12％が週1回以上、45％が月1回以上喫食しているが、55％は数ヶ月に1回以下のペース。希望する喫

食頻度では、「週1回程度」、「1ヶ月に数回程度」「週に数回程度」が多く、現状よりも頻度を上げたい意向が見られる。

特に、「週1回程度」の人は「週に数回」に、「2週に1回程度」の人は「週1回～数回」へのリフトアップを希望。

喫食経験者の喫食頻度～実態と希望～ （n=382）
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1%

5% 6%

11%

21%
23%

30%

2%3%

15%

20%

11%

20%

12%

19%

1%
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（喫食経験者対象）大豆ミート喫食頻度の実態と希望

実態 希望

実態／希望
（実態の各選択肢を

100％）

１、ほぼ
毎日

２、週に
数回程度

３、週1
回程度

４、2週
に1回程

度

５、1ヶ月
に数回程

度

６、数ヶ
月に1回
程度

７、半年
に1回以下

１、ほぼ毎日 100% 0% 0% 0% 0% 0% 0%

２、週に数回程度 14% 76% 10% 0% 0% 0% 0%

３、週1回程度 5% 32% 59% 5% 0% 0% 0%

４、2週に1回程度 2% 28% 42% 23% 5% 0% 0%

５、1ヶ月に数回程
度

0% 17% 23% 12% 43% 4% 1%

６、数ヶ月に1回程
度

0% 3% 15% 15% 28% 34% 5%

７、半年に1回以下 0% 3% 9% 8% 13% 10% 58%

喫
食
実
態
頻
度

喫食希望頻度
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45％はお肉と大豆ミートを半々以上の頻度で取り入れたいと回答。最多の回答はバランス＝1:1。「調理する際の工夫」で

寄せられた声からは、お肉と混ぜて使う、まずはミンチから置き換えるという部分置き換えが日常生活に定着しやすいポイ

ントと推察できます。

喫食経験者のお肉と大豆ミートのバランス意向 （n=382）
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【調理する際の工夫】（※一部抜粋）

・ミンチタイプがとにかく使いやすい。麻婆豆腐やミートソースにするのが好きです。（愛知

県・40-49歳・女性）

・最も最初の入り口は、ひき肉料理を全て大豆ミートに代えてみること。ミートソースやハン

バーガー、マーボードーフなど。玉ねぎと炒めてオムレツの具にしてもおいしい。（広島県・

50-59歳・女性）

・大豆ミート単体ではやはりコクがないので、お肉と混ぜるのが一番いいと思います。ハンバー

グやミートソースなどは気にならないほどですし、ミネストローネや中華スープなどの汁物には

そのまま入れて食べています。（東京都・50-59歳・女性）

・味付けの濃い物．ひき肉はほぼ大豆ミートをつかってます。（神奈川県・50-59歳・女性）

・ちょい足しや、他のものに混ぜて使うのが良いです。（北海道・40-49歳・女性）

・カレーなどカロリーが高いものに代替したい（熊本県・50-59歳・女性）

・スープに乾燥挽き肉タイプをパラパラ入れてひと煮だちさせてたんぱく質補強しています。ス

ライスタイプを好きな味付けにしてオーブンで焼きチップスにしてヘルシーおやつにしています。

（兵庫県・60-69歳・女性）

・ミンチ肉に混ぜると分からないと思う。（兵庫県・50-59歳・女性）

・肉と一緒に使っていました。ミートソースやそぼろなど味付けの濃い物に肉と大豆ミートを

半々くらいで使うと誰も気が付きませんでした。美味しくいただけました。（東京都・40-49

歳・女性）

・鶏肉と大豆ミートを1対1で使用しています。（兵庫県・30-39歳・女性）

・肉類と同じように使っているので、特別なことはしていない。ヒレタイプでの野菜炒め、ブ

ロックタイプの肉じゃが、乾燥タイプのひき肉でのカレーや肉みそはおいしい。（千葉県・50-

59歳・女性）

11%

3%

2%

3%

2%

24%

8%

19%

14%

10%

4%

6%

1%

3%

3%

3%

20%

7%

20%

19%

13%

6%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

お肉０：大豆ミート１０

お肉１：大豆ミート９

お肉２：大豆ミート８

お肉３：大豆ミート７

お肉４：大豆ミート６

お肉５：大豆ミート５

お肉６：大豆ミート４

お肉７：大豆ミート３

お肉８：大豆ミート２

お肉９：大豆ミート１

お肉１０：大豆ミート０

（喫食経験者対象）

お肉と大豆ミート、どのくらいの割合で取り入れたいですか？

4月 11月



ヴァズ株式会社 ｜ 本資料の無断での開示・複製・転送はご遠慮ください。

NPSは－18と前回から大きくダウン。好みやライフスタイルの違いにより他者への推奨が難しい、新しい食材ならではの課

題。本プロジェクトで、料理高感度層から喫食体験を増やして良質な食卓体験を生み出し、生活者のリアルな声をステーク

ホルダーに発信し続けることで、長期的にNPSのスコアアップを目指します。

喫食経験者の他者への推奨意向 （n=382）
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批判者43％ 中立者32％ 推奨者25％

2% 2% 2% 3%
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30%

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

（喫食経験者対象）

「大豆ミート」を家族や友人におすすめしたいと思いますか？

4月 11月

31%

43%

35%

32%

33%

25%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4月

11月

（喫食経験者対象）他者推奨意向

批判者 中立 推奨者

NPS
-18

NPS
2
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調査対象者のうち、プロジェクト活動への認知率は80％、参加率は64％。プロジェクト活動参加者は、認知率、喫食経験率、

購買経験率ともに全体より高い傾向が見られる。購買経験率100％を目指すにはプロジェクトへの参加者を増やしていくこ

とが有効。

「肉の日に大豆ミートプロジェクト」参加による効果 （n=515）
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11%

32%

45%

16%

20%

0% 5% 10%15%20%25%30%35%40%45%50%

大豆ミートを買って、投稿キャンペーン

に参加した

モニター商品を使って、投稿キャンペー

ンに参加した

モニターに応募した

知っているが特に何もしていない

知らなかった

「肉の日に大豆ミートプロジェクト」について

97%

71%

57%

98%

74%

54%

100%

87%

64%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている

食べたことがある

買ったことがある

大豆ミートについて

4月 11月 プロジェクト参加者

参
加
者
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喫食経験がない理由は4月調査時と大きく変化。「帰る場所がない」「必要性を感じない」が大きく減少し、「使い方がわから

ない（＋6pt）」「価格が高い（＋9pt）」「美味しくなさそう（＋10pt）」が増加。購買チャネルは認知が上がり、トライ

アルが進み価値の認知も上がった一方、日常生活に取り入れやすい料理方法と求めやすい価格が次の課題となる。

喫食未経験者が喫食に至らなかった理由 （n＝124）
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53%

25%
21%

33%

14%
16%

26%

8% 8%

33% 31% 30% 28%
24%

13%
9%

4% 4%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

（非喫食者対象）「大豆ミート」を食べるに至らなかった理由 ※複数回答可

4月 11月
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「肉の日に大豆ミート」プロジェクト
2022-11

国内の大豆ミートブランド各社が初となるコラボレーションで

2030年大豆ミート購入経験率100%を目指す
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概要｜2022年度「肉の日に大豆ミートプロジェクト」

11

■「肉の日に大豆ミートプロジェクト」とは？

・国内初となる、大豆ミートブランド各社がコラボレーションした、大豆ミートの食卓普及促進プロジェクト

・競合の枠を超えて、カテゴリー拡大をミッションに集結 (22年度は最大10社)

・2030年大豆ミート購入経験率100%を目指し、22年3月29日～23年2月9日で実施

・各社リレー形式で、料理感度の高い生活者への大豆ミートの新体験とコミュニケーション創出と、情報発信

【毎月29日前】

事前モニター募集＆商品送付

レッスン
レポート記事

調査結果
（ホワイトペーパー）

29の日オンライン
レッスン動画

※レッスン実施はオプション

ユーザー投稿

【常設】

プロジェクト特設サイト
【定期更新】

発信コンテンツ
【毎月29日～1週間】

大豆ミート料理投稿キャンペーン開催

冷めても美味しい♡
お弁当に入れよ

子ども達は
お肉だと持ってたみたいｗ

下味を付けたら、
すごく美味しい！

高齢の母にはお肉より
食べやすかったみたい

#大豆ミートプロジェクト

SnapDish、参加メーカーの
各種SNS公式アカウントからも

毎月29日に
「#肉の日に大豆ミート」を発信

https://cms.snapdish.co/plant_based_meat

https://cms.snapdish.co/plant_based_meat
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本プロジェクトで目指すこと

PR効果を
最大化

流通への販促提案の
後方支援に

料理高関与度層を軸とした
熱量高いファン育成と
マーケティングへの活用

営業支援/
流通対策

広報/PR

商品企画開発
/リサーチ

広告
プロモーション

肉の日に大豆ミート

メーカーを横断した取り組みにより、カテゴリー拡大に向けて、メディア・生活者・流通関係者などのステークホルダーに

「毎月肉の日（29日）に大豆ミート」を強くアピール。
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スナップディッシュでは年々「＃大豆ミート」に関する投稿数が増加。2022年2月9日には本企画ので前進企画として「大豆

ミートも肉の日デビュー宣言」プレスイベント&オンラインレッスンを開催。TVや新聞など各種メディア露出及び、生活者の

投稿での大豆ミートの体験の広がりを作りました。

スナップディッシュでの大豆ミートの状況
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2019 2020 2021 2022

スナップディッシュ

「＃大豆ミート」投稿数推移

前年比

240％

前年比

150％

第一部 プレスイベント

第二部 オンラインレッスン・配信風景

第二部 オンラインレッスン

TX ワールドビジネスサテライト2022年2月3日

2022年2月9日「大豆ミートも肉の日デビュー宣言」
- プレスイベント＆オンラインレッスン -

メディア露出
- イベント視聴メディア -

ユーザー投稿
- 生活者による投稿 -
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2022年3月29日スタート！プロジェクト開始時の様子

プロジェクトをスタートし、プレスリリースからのメディア掲載や、ユーザー投稿によるプロジェクト参加と

コミュニケーションが始まっています。
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2022.3.28 フードウィークリー PBF特集 2022.4.1 産経新聞

2022.3.30 食品産業新聞社ニュースWEB

2022.3.30 農業協同組合新聞
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モニター提供
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3月：マルコメ様
「大豆のお肉たっぷり体験セット」

5月：グリーンカルチャー様
植物でできたお肉

「Green Meat™」（冷凍ミンチ）

4月：ネクストミーツ様
「定番焼肉セット」

（NEXTカルビ1.1、NEXTハラミ1.1）

6月：かるなぁ様
「ウルトラヴィーガンミート」（冷

凍ミンチ1kg）

7月：丸大食品様
「PlantRECIPE」

（ 欧風カレー・キーマカ
レー・トマト煮込み）

8月：グリーンカルチャー様
「Green Meat™」

220ｇ×2パック

9月：大塚食品様・ゼロミート
「餃子、鉄板焼きハンバーグ プレー
ンタイプ、鉄板焼きハンバーグ チー

ズインタイプ」

10月：トーフミート様
TOFU MEAT オリジナル 1kg
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プレスリリース
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3/29
プロジェクト発足

4/29
第1回大豆ミート食卓白書

6/16
持続可能な食文化の日

10/14
世界食料デー
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調査＆白書

1717

日本経済新聞／2022年6月7日夕刊

＜問い合わせ＞
拓殖大学 政経学部
駒澤大学 グローバル・メディア・スタディーズ学部
国立大学法人帯広畜産大学 名誉教授
日本ベジタリアン協会 顧問

ソントンホールディングズ株式会社 Ｒ＆Ｄ部 マーケティング部
フジ日本精糖株式会社 機能性食品営業部
伊藤忠商事株式会社 食品流通部門 リテール開発部
SVPジャパン コンサルティングセンター
株式会社日本アクセス リテールソリューション部
株式会社セブン＆アイホールディングス セブンプレミアム開発戦略部
カーギルジャパン合同会社 ナッツ・シリアル部
日本ハム株式会社 ライフスタイル研究室
カーギルジャパン合同会社 ミートタイランド部
株式会社アットテーブル MDデザイン室

日本経済新聞社 ビジネス報道ユニット

第1回大豆ミート食卓白書をフックとしたメディア、学術系、関連企業など問い合わせに対応。
第2回は11月29日当日に発表予定。
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22年度実績┃駒澤大・学食コラボ
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駒澤大学グローバル・メディア・スタディーズ学部で食糧問題を研究するゼミより、学食での1週間限定大豆
ミートメニュー提供企画に、各社から大豆ミート商品合計500食分の提供で協力。Z世代へのトライアル促進企
画だけでなく、メディア取材などPRにも繋がりました。

学食で大豆ミートメニューを食べた学生の感想（※一部抜粋）
・大豆を食べているように思えないくらい普通にひき肉を食べているようでした。お肉
ほど重い感じがしなかったので、食べやすかったです。
・大豆がごろごろと入っているので食感がよかった。
・お手頃価格で食べられるハンバーグの中で一番美味しいと思いました。とても感動し
ました。また食べたいです。
・何も言われない場合、ソイミートが使われているとは思わないと感じる。健康にも良
いので、ぜひ機会があればまた食べたい。
・味はいつもとあまり変わらないのに健康なのは良いと思った
・通期メニューにしてください。毎日食べる学食として最適なメニューです。
・肉と比べ食感は落ちるものの美味しかったです。
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（参考）スナップディッシュとは？
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サービス紹介

◆ SnapDishは料理写真を共有して交流を楽しむSNSです。
◆ 料理写真は2,700万以上投稿、月間300万ユーザーが利用。
◆ ユーザーは美味しい料理を作ること・食べることが好きな料理の高感度層。
◆ アイデア発見、情報交換、交流・共感の場として楽しまれています。

ユーザーデモグラフィック特徴

美味しそうな瞬間をアドバイスする
「AI料理カメラ」＋交流できるSNS

ツール/便利

料理

目的軸

関心軸

コミュニケーション/感情

「料理体験」を通じて
料理仲間と交流

レシピ検索 レシピ動画
スナップディッシュ

全般

「レシピ」を通じて
料理の作り方を共有

他サービスとの違い

タイアップ実績企業例

他

■調査概要 対象：SnapDishユーザー 回答者数：340名
調査方法：アプリ内にGoogleFormを設置し回答を募集 回答期間：2019年11月19日～2019年11月26日
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会社概要

ヴァズは、2010年創業。

インターネットサービスを事業の柱としています。

創業者の舟田は、オン・ザ・エッヂ社にて堀江貴文氏の下、ウェブ事業担当

役員としてインターネット事業の成長を牽引しました。

その後、仲間とともにシーサー株式会社を創業してブログ事業を国内

最大規模に育てあげたのち、自ら創業したのがヴァズ社です。

生活者のくらしを変えるサービスとして、2011年に「料理写真共有

サービス SnapDish（スナップディッシュ）」を公開したところ、

現在までに累計2,700万投稿、取引社数100を超え、各方面から高い評価を

得ています。

代表取締役
舟田 善

会社名: ヴァズ株式会社

住所: 東京都武蔵野市御殿山1-5-6 NEST403 （本店所在地: 東京都練馬区大泉町3-29-42）

設立: 2010年2月22日

資本金：4億1,217万円

従業員数: 10名（従業員兼務役員含む）
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お申込・お問い合わせ

お申込、ご不明な点などございましたらお気軽にお問い合わせください。

ヴァズ株式会社 事業開発担当 阿部・堀部・奈良
〒180-0005 東京都武蔵野市御殿山１-５-６ NEST４０３
TEL/FAX 0422-24-6341
E-MAIL business@vuzz.com

みんなと一緒にお料理体験

SnapDish 料理カメラ

トマ子 ジャガお もぐみ オニオーン 枝豆仮面

ダウンロードがまだ
の方はこちらから
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